


防
人
魂
と
事
実
の
記
録

五
百
旗
頭 

真

本
書
は
、
た
ま
た
ま
陸
上
幕
僚
長
と
い
う
立
場
に
居
合
わ
せ
た
一
人
の
自
衛
官
が
、
東
日
本
大
震
災
を
全
身
全

霊
を
か
け
て
戦
い
抜
く
感
動
の
記
録
で
あ
る
。

そ
の
人
、
火
箱
陸
将
を
私
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
。
防
衛
大
学
校
長
で
あ
っ
た
私
を
、
幹
事
（
副
校
長
）
と

し
て
補
佐
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
も
前
向
き
の
積
極
姿
勢
を
も
ち
、
し
か
も
明
る
く
品
が
い
い
。
将
来
、

幕
僚
長
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
よ
ね
、
そ
ん
な
こ
と
を
他
の
副
校
長
と
雑
談
し
た
り
し
て
い
た
。

火
箱
幹
事
は
、
名
古
屋
の
第
十
師
団
長
で
あ
っ
た
時
、
能
登
半
島
地
震
に
遭
遇
し
、
前
例
を
破
る
迅
速
で
積
極

的
な
対
応
を
行
っ
た
経
験
を
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
者
で
あ
り
、
防
大
生
が
災
害
支

援
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
私
に
、
火
箱
幹
事
の
積
極
姿
勢
は
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

本
当
に
陸
幕
長
と
な
っ
た
火
箱
氏
に
つ
き
従
っ
て
、
私
は
北
海
道
の
演
習
を
視
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
本
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そ
れ
は
二
重
の
意
味
で
驚
き
で
あ
る
。
一
つ
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
に
も
大
動
員
の
プ
ラ
ン
は
な
か
っ
た
と
い
う

の
に
、
陸
幕
長
個
人
が
瞬
時
に
つ
く
り
上
げ
、
全
国
に
指
示
し
た
。
全
国
の
諸
部
隊
へ
の
精
通
と
、
そ
れ
を
突
発

事
態
へ
の
対
応
に
向
け
て
瞬
時
に
組
み
上
げ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
顔
負
け
の
集
中
力
な
し
に
、
な
し
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
陸
幕
長
の
独
断
専
行
は
、
防
衛
大
臣
と
統
幕
長
に
よ
る
統
合
運
用
の
原
則
、
さ

ら
に
は
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
原
則
へ
の
背
反
の
疑
い
な
し
と
し
な
い
点
で
あ
る
。

陸
幕
長
自
身
、
そ
の
危
険
を
自
覚
し
つ
つ
、
重
大
危
機
に
直
面
し
た
責
任
者
と
し
て
あ
え
て
や
る
べ
き
と
決
断

し
た
。
そ
う
本
書
は
語
る
。

も
し
咎
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
分
が
全
責
任
を
負
う
こ
と
を
覚
悟
し
て
。
国
と
国
民
を
守
る
こ
と
が

自
衛
隊
の
究
極
の
任
務
で
あ
る
。
大
小
様
々
な
約
束
ご
と
に
拘
泥
し
て
、
も
っ
と
も
重
大
な
瞬
間
、
究
極
任
務
を

見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
著
者
の
信
念
で
あ
ろ
う
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
、
自
衛
隊
は
事
態
の
重
大
性
へ
の
認
識
が
浅
く
、
初
動
に
遅
れ
た
。
そ
の
結
果
、

百
六
十
五
人
の
生
存
救
出
に
留
ま
っ
た
。
警
察
は
三
千
四
百
九
十
五
人
、
消
防
が
千
三
百
八
十
七
人
で
あ
る
の
に

比
し
て
寂
し
い
数
字
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
警
察
が
三
千
七
百
四
十
九
人
と
や
や
増
や
し
、
消
防
が
四
千
六
百
十
四
人
と
大
き

く
伸
ば
し
た
の
に
対
し
て
、
自
衛
隊
は
一
万
九
千
二
百
八
十
六
人
と
百
倍
以
上
、
全
生
存
救
出
の
七
割
近
く
を
占

め
る
圧
倒
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
十
万
七
千
の
大
動
員
を
き
わ
め
て
効
率
よ
く
迅
速
に
行
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ

気
度
に
圧
倒
さ
れ
た
。
陸
幕
長
自
ら
塹
壕
に
入
っ
て
、
こ
れ
で
は
戦
闘
状
況
に
よ
っ
て
は
効
力
を
失
う
と
修
正
を

求
め
た
。
こ
の
人
ら
し
く
型
通
り
の
作
業
で
よ
し
と
せ
ず
、
本
気
で
実
戦
訓
練
す
る
よ
う
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
。

三・一
一
大
地
震
の
瞬
間
、
火
箱
陸
幕
長
は
市
ヶ
谷
防
衛
省
Ａ
棟
十
一
階
、
事
務
次
官
室
で
幹
部
会
議
中
で
あ
っ

た
。
壁
の
額
縁
が
落
下
し
そ
う
な
程
の
大
揺
れ
と
な
り
、
会
議
は
中
止
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
遠
く
宮
城
沖
が

震
源
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
揺
れ
は
更
に
大
き
く
な
る
。

こ
れ
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
。
戦い
く
さに

な
る
。
国
と
国
民
を
守
る
戦
い
に
備
え
て
き
た
自
衛
官
と
し
て
、
こ
と
も

あ
ろ
う
に
自
ら
が
陸
自
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
瞬
間
に
戦
が
始
ま
る
、
運
命
の
人
と
な
っ
た
。
火
と
燃
え
る
魂
を

も
っ
て
立
ち
向
か
う
他
は
な
い
。
事
務
次
官
室
を
出
る
前
に
眼
の
合
っ
た
折
木
統
幕
長
に
「
部
隊
を
集
め
ま
す
」

と
申
告
し
た
。
十
一
階
か
ら
階
段
で
四
階
の
陸
幕
長
室
ま
で
下
る
中
で
、
作
戦
計
画
は
ま
と
ま
っ
た
、
と
本
書
は

い
う
。

ま
ず
電
話
を
被
災
地
の
君
塚
東
北
方
面
総
監
へ
入
れ
た
。

「
知
事
の
要
請
を
待
つ
こ
と
な
く
出
動
せ
よ
。
全
国
か
ら
部
隊
を
集
め
る
か
ら
指
揮
を
と
れ
」

続
い
て
全
国
四
つ
の
各
方
面
総
監
部
に
電
話
し
た
。
熊
本
の
西
部
方
面
総
監
に
は
、
福
岡
の
第
四
師
団
と
第
五

施
設
団
は
直
ち
に
派
遣
せ
よ
、
た
だ
し
沖
縄
の
第
十
五
旅
団
と
熊
本
の
第
八
師
団
は
動
か
す
な
。
東
シ
ナ
海
の
波

高
い
中
、
国
防
の
隙
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
次
な
る
事
態
へ
の
対
応
を
考
慮
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
の
部
隊
を

全
国
か
ら
東
北
に
集
め
る
指
示
を
矢
継
ぎ
早
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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わ
が
半
生
を
振
り
返
る
と
、「
戦い
く
さ」

と
の
運
命
的
な
出
会
い
を
感
じ
る
。

防
衛
大
学
校
を
卒
業
し
て
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
一
人
の
自
衛
官
と
し
て
「
わ
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る

使
命
」
を
貫
き
通
し
た
三
十
八
年
間
。
陸
上
幕
僚
長
（
陸
将
）
時
代
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
戦
後
最
大
の
国
家

の
危
機
的
事
態
に
遭
遇
し
、こ
の
作
戦
遂
行
を
最
後
に
退
官
し
た
私
の
「
防さ
き
も
り人

」
と
し
て
の
人
生
は
、ま
さ
に
「
戦
」

で
幕
を
開
け
、「
戦
」
で
幕
を
閉
じ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

私
が
生
ま
れ
た
の
は
大
分
県
中
津
市
と
の
県
境
に
近
い
福
岡
県
築
ち
く
じ
ょ
う
ぐ
ん
し
ん
よ
し
と
み
む
ら

上
郡
新
吉
富
村
（
平
成
十
七
年
に
大
平
村
と

合
併
し
て
現
在
は
築
上
郡
上こ
う

毛げ

町ま
ち

）
だ
。
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
六
年
目
の
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六

年
）
五
月
十
五
日
、
四
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
子
、
三
男
と
し
て
生
を
受
け
た
。
火
箱
姓
は
福
岡
県
や
熊
本
県
に
散

在
す
る
が
、
読
売
新
聞
の
「
お
名
前
風
土
記
」
と
い
う
記
事
（
昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
六
日
付
）
に
は
、

「
豊
前
の
国
の
言
葉
が
示
す
歴
史
か
ら
城
に
ま
つ
わ
る
も
の
も
あ
る
。
一
丸
、
二
丸
は
お
城
の
名
称
。
珍
し
い
名

前
で
は
火
箱
。
こ
れ
は
（
福
岡
県
）
豊
前
市
山
田
町
に
あ
っ
た
宇
都
宮
家
の
出
城
で
あ
る
火
箱
城
。
城
の
名
前
を

そ
の
ま
ま
と
っ
た
も
の
で
、
そ
の
家
臣
か
い
ず
れ
も
名
門
を
う
か
が
わ
せ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
宇
都
宮
家

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
軍
師
官
兵
衛
』
で
話
題
と
な
っ
た
黒
田
官
兵
衛
の
息
子
・
長
政
と
家
臣
に
よ
っ
て
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を
可
能
に
し
た
。

「
い
ず
れ
大
臣
、
統
幕
長
か
ら
正
式
命
令
が
来
る
が
、
そ
れ
を
待
つ
こ
と
な
く
直
ち
に
準
備
せ
よ
」
と
の
陸
幕
長

の
適
確
な
指
示
な
く
し
て
、
自
衛
隊
の
大
き
な
役
割
は
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
国
家
的
危
機
の
前
線
で
戦
っ
た
陸
幕
長
の
防
人
魂
と
事
実
の
記
録
で
あ
る
。

四
年
後
の
今
、
当
時
は
知
り
得
な
か
っ
た
多
く
の
事
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
内
実
や
国

防
の
本
質
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

 

熊
本
県
立
大
学
理
事
長

 

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
二
十
一
世
紀
研
究
機
構
理
事
長

 

︹
前
防
衛
大
学
校
長
︺
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を
記
録
し
た
大
地
震
は
、
最
大
遡
上
高
四
十
・
一
ｍ
と
い
う
巨
大
な
津
波
を
生
み
出
し
、
東
北
か
ら
関
東
地
方
の

太
平
洋
沿
岸
部
で
多
く
の
人
命
を
奪
い
去
っ
た
。
さ
ら
に
福
島
県
で
は
福
島
第
一
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心

溶
融
）
と
い
う
世
界
史
的
な
大
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
。

自
衛
隊
は
発
足
以
来
最
大
規
模
と
な
る
陸
海
空
十
万
人
出
動
体
制
を
敷
き
、
派
遣
期
間
二
百
九
十
一
日
、
延
べ

千
六
十
六
万
人
と
い
う
史
上
最
大
の
災
害
派
遣
に
出
動
し
た
。
災
害
派
遣
は
自
衛
隊
の
大
き
な
任
務
の
一
つ
で
あ

る
。
台
風
を
は
じ
め
地
震
や
地
滑
り
に
よ
る
災
害
現
場
は
数
多
く
経
験
し
て
い
た
が
、
津
波
被
害
に
対
す
る
対
応

は
一
部
の
部
隊
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
初
体
験
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、「
地
震
と
津
波
に
よ
る
災
害
対
処
」
と
、「
原
発
事
故
に
対
す
る
災
害
対
処
」
と
い
う
「
複
合
事
態
に

対
す
る
二
正
面
作
戦
」
の
遂
行
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
平
時
か
ら
、
考
え
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
想
定

し
、
作
戦
を
立
て
、
必
要
装
備
を
備
え
て
訓
練
を
し
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
に
し
て
も
、
あ
れ
だ
け
広
範
囲
に
わ
た

る
激
甚
災
害
で
の
人
命
救
助
と
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
避
難
者
（
被
災
者
）
の
生
活
支
援
、
瓦
礫
撤
去
を
は
じ
め

と
す
る
応
急
復
旧
と
い
う
複
合
任
務
は
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。
こ
の
「
複
合
任
務
に
よ
る
二
正
面
作
戦
」
を
遂

行
す
る
た
め
の
最
善
の
作
戦
は
何
か
、
被
災
現
場
で
は
ど
ん
な
武
器
（
道
具
）
が
必
要
な
の
か
…
…
す
べ
て
が
手

探
り
状
態
だ
っ
た
。

ま
し
て
原
子
力
発
電
所
は
、
在
日
米
軍
基
地
や
自
衛
隊
施
設
と
異
な
り
自
衛
隊
の
警
護
対
象
施
設
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
平
時
か
ら
の
情
報
収
集
も
な
け
れ
ば
有
事
の
際
の
作
戦
計
画
も
な
い
。
原
子
力
発
電
所
建
屋
へ
の

一
五
八
八
年
（
天
正
十
六
年
）、
合
元
寺
（
中
津
）
で
謀
殺
さ
れ
た
宇
都
宮
鎮
房
の
一
族
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
が
生
ま
れ
た
前
年
の
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
六
月
に
は
、
朝
鮮
半
島
で
新
た

な
「
戦
」
が
始
ま
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
で
あ
る
。
北
朝
鮮
軍
の
韓
国
へ
の
奇
襲
侵
攻
は
、
当
時
連
合
国
軍
が
占
領
し

て
い
た
日
本
へ
も
直
ち
に
波
及
し
た
。
日
本
駐
留
の
米
陸
軍
部
隊
（
第
八
軍
）
が
朝
鮮
半
島
に
投
入
さ
れ
た
た
め
、

国
内
の
防
衛
・
治
安
維
持
兵
力
が
手
薄
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
年
八
月
、
連
合
国
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
令

に
基
づ
く
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
に
よ
っ
て
「
警
察
予
備
隊
」
が
創
設
さ
れ
た
。

翌
一
九
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
独
立
を
果
た
し
、
同
時
に
日
米
安
全

保
障
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
警
察
予
備
隊
は
五
二
年
、陸
上
自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る
「
保
安
隊
」
と
改
組
さ
れ
る
。

今
日
の
わ
が
国
の
安
全
保
障
・
防
衛
政
策
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
時
代
に
生
ま
れ
、
六
十
年
後
、
史
上
最
大
の
自

然
災
害
と
の
「
戦
」
を
戦
い
終
え
た
私
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
「
戦
」
と
の
運
命
的
な
つ
な
が
り
を
感
じ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
十
八
秒
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
沖

百
三
十
㎞
の
海
底
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。

そ
の
瞬
間
、「
こ
れ
は
戦い
く
さだ

！
」
と
直
感
し
た
。
武
者
震
い
が
起
き
た
。
そ
し
て
「
こ
の
戦
に
敗
れ
た
ら
国
は

亡
び
る
。
陸
上
自
衛
隊
の
総
力
を
挙
げ
て
必
ず
こ
の
戦
に
勝
つ
」
と
の
決
意
を
固
め
た
。

最
大
震
度
は
宮
城
県
栗
原
市
の
震
度
七
。
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
県
な
ど
の
三
十
六
市
町
村
で
震
度
六
強
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た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

発
災
以
来
、
政
府
を
始
め
関
係
機
関
は
被
災
者
の
捜
索
・
避
難
、
生
活
支
援
、
復
旧
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
陸
上
自
衛
隊
は
、
全
国
か
ら
部
隊
を
集
中
し
、
東
北
方
面
隊
を
基
幹
と
す
る
災
害
派
遣
で
は
初
の
統
合
任

務
部
隊
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、
東
部
方
面
隊
を
も
つ
て
関
東
地
区
の
災
害
に
、
中
央
即
応
集
団
を
も
っ

て
原
子
力
災
害
に
対
処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
次
災
害
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、
自
衛
隊
創
隊
史

上
初
め
て
即
応
予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
を
招
集
し
、
生
活
支
援
活
動
等
に
従
事
さ
せ
る
な
ど
、
最
大
規
模

の
態
勢
で
臨
ん
で
い
る
。

被
災
者
の
捜
索
・
救
助
・
生
活
支
援
・
復
旧
等
の
第
一
線
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
及
び
福
島
第
一
原
発
に
お

い
て
事
態
収
拾
の
た
め
の
各
種
作
業
等
を
実
施
し
て
い
る
隊
員
は
、
頻
発
す
る
余
震
、
放
射
線
被
曝
等
の
二
次

災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
中
、
懸
命
に
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
そ
の
姿
は
実
に
頼
も
し
く
、
か
つ
誇
ら

し
く
思
う
。
陸
上
幕
僚
長
と
し
て
心
よ
り
慰
労
と
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
全
国
の
部
隊
が
地
域
の
防
衛
警

備
任
務
等
に
備
え
つ
つ
本
活
動
を
支
え
て
お
り
、
全
国
各
地
で
後
方
支
援
等
に
任
ず
る
隊
員
諸
官
達
の
労
苦
に

も
心
か
ら
の
慰
労
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

報
道
等
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
隊
員
諸
官
の
献
身
的
な
捜
索
・
救
助
活
動
等
や
、
前
例
の
な
い
極

め
て
困
難
な
原
子
力
災
害
へ
の
対
処
活
動
に
対
し
、
被
災
者
は
も
と
よ
り
、
国
民
全
体
あ
る
い
は
諸
外
国
か
ら

高
い
評
価
と
大
き
な
信
頼
及
び
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

突
入
・
放
水
作
戦
と
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
か
ら
の
注
水
作
戦
等
は
、
陸
上
自
衛
隊
に
と
っ
て
、
想
定

外
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
未
知
の
世
界
の
作
戦
の
連
続
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
戦
争
論
』
の
中
で
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
戦
争
計
画
の
二
つ
の
原
則
」
と
し
て
、
㈠
可
能
な
限
り
集
中
的
に

行
動
す
る
、
㈡
可
能
な
限
り
迅
速
的
に
行
動
す
る
、
と
書
い
て
い
る
。

陸
幕
長
と
し
て
私
は
、
各
部
隊
に
「
即そ
く
ど
う
ひ
っ
す
い

動
必
遂
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
訓
示
し
て
き
た
。「
発
生
し
た
事

態
に
対
し
即
行
動
し
、
編
成
装
備
の
持
続
力
を
も
っ
て
、
任
務
を
必
ず
成
し
遂
げ
る
部
隊
と
な
れ
」
と
い
う
趣
旨

の
私
の
造
語
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
が
「
強
靭
な
陸
上
自
衛
隊
の
創
造
」
の
原
点
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害
派

遣
で
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
「
即
動
」
に
加
え
て
「
持
続
性
」
が
重
要
だ
っ
た
。
わ
が
国
最
大
の
自
己
完
結
性
の
装
備

を
持
ち
、
日
夜
、
有
事
の
際
の
訓
練
を
重
ね
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
が
「
出
動
し
て
三
日
で
バ
タ
ン
」
で
は
話
に
な

ら
な
い
。
未
曽
有
の
大
災
害
は
、
全
て
の
隊
員
と
部
隊
に
未
曽
有
の
試
練
と
実
践
を
強
い
た
。
そ
こ
で
発
災
か
ら

十
二
日
目
、
私
は
陸
幕
長
と
し
て
「
全
陸
上
自
衛
隊
隊
員
諸
官
へ
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
な
檄げ
き
ぶ
ん文
を
配
布
し
た
。

３
月
11
日
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
・
０
の
地
震
が
発
生
し
、
こ
れ
に
伴
う
津
波
に
よ
っ
て
東
北
地
方

を
中
心
に
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
の「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」で
は
、多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。

隊
員
自
身
も
被
災
し
、
な
か
に
は
家
族
親
戚
等
を
亡
く
し
た
隊
員
も
数
多
く
い
る
。
こ
こ
に
犠
牲
者
と
な
ら
れ
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さ
ら
に
陸
上
自
衛
隊
は
、
わ
が
国
に
対
す
る
外
国
の
侵
略
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
万
一
侵
略
が
あ
っ

た
場
合
に
対
処
す
る
こ
と
を
中
心
的
な
役
割
と
し
、
大
規
模
災
害
な
ど
各
種
の
事
態
へ
の
対
応
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連

平
和
維
持
活
動
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
任
務
を
果
た
し
て
い
る
。

被
災
地
・
東
北
に
五
個
師
団
、
四
個
旅
団
、
航
空
機
百
機
、
合
わ
せ
て
七
万
人
の
陸
上
自
衛
隊
の
戦
力
を
集
中

さ
せ
た
時
、
陸
上
幕
僚
長
と
し
て
最
も
恐
れ
た
こ
と
は
、
テ
ロ
・
侵
略
行
為
な
ど
の
防
衛
警
備
事
態
と
、
新
た
な

自
然
災
害
の
発
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
被
災
地
に
総
力
を
集
中
さ
せ
な
が
ら
全
国
五
方
面
の
防
衛
体
制
に

一
分
の
隙
間
も
空
け
な
い
出
動
態
勢
を
と
る
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。

詳
細
は
本
文
中
に
記
す
が
、
陸
上
自
衛
隊
を
中
心
に
自
衛
隊
組
織
が
こ
の
史
上
最
大
の
危
機
に
際
し
、
何
を
考

え
、何
を
や
っ
た
か
。そ
の
作
戦
の
実
態
を
史
実
と
し
て
残
す
と
と
も
に
、陸
上
自
衛
隊
の
兵へ
い
た
ん站

、人
事
、教
育
訓
練
、

防
衛
力
整
備
等
の
責
任
者
で
あ
る
陸
上
幕
僚
長
と
し
て
、
国
民
と
国
土
の
安
全
と
平
和
を
守
る
た
め
に
、
何
を
ど

う
改
善
す
べ
き
か
、体
験
し
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
を
率
直
に
記
し
、世
に
問
い
た
く
筆
を
執
っ

た
次
第
で
あ
る
。
第
一
部
（
第
一
章
〜
第
四
章
）
は
災
害
派
遣
の
全
記
録
、
第
二
部
（
第
五
章
）
は
こ
の
教
訓
を

含
め
わ
が
国
の
防
衛
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
、
憲
法
改
正
の
是
非
が
社
会
的
・
政
治
的
テ
ー
マ
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
今
日
、
願
わ
く
は

一
人
で
も
多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
わ
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
自
然
災
害
と
の
戦
い
に
も
勝
つ
こ
と
が

で
き
る
安
全
か
つ
強
靭
な
社
会
を
作
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
よ
い
の
か
を
、
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

こ
の
よ
う
な
期
待
は
、
ま
さ
に
国
家
的
危
機
に
お
い
て
陸
上
自
衛
隊
が
、
国
家
国
民
の
「
最
後
の
砦
」
で
あ

る
と
の
信
頼
を
意
味
し
て
い
る
。「
今
、
俺
が
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
こ
の
国
、
国
民
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
」
と
い
う
気
概
を
全
陸
上
自
衛
官
が
持
ち
、
陸
上
自
衛
隊
一
丸
と
な
り
、
部
隊
長
を
核
心
に
強
固
な
団
結
の

下
、
死
力
を
尽
く
し
て
任
務
を
達
成
し
、
こ
の
難
局
を
何
と
し
て
も
乗
り
越
え
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。
近
く

被
災
地
の
視
察
に
行
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、戦
後
最
大
の
試
練
の
中
、被
災
地
の
復
興
の
先
駆
け
と
な
る
べ
く
、

隊
員
諸
官
一
人
一
人
の
今
後
ま
す
ま
す
の
奮
闘
努
力
を
期
待
す
る
。

平
成
23
年
３
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
上
幕
僚
長  

陸
将　

火
箱
芳
文

自
衛
隊
の
任
務
は
、
㈠
防
衛
出
動
、
㈡
治
安
出
動
、
㈢
災
害
派
遣
を
三
本
柱
に
、「
わ
が
国
の
平
和
と
安
全
に

重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
態
」
に
対
し
て
関
連
機
関
と
連
携
し
、
迅
速
か
つ
適
確
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）、「
防
衛
庁
」
が
「
防
衛
省
」
に
移
行
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、海
外
活
動
が
「
付

随
的
任
務
」
か
ら
「
本
来
任
務
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
他
、
災
害
発
生
時
の
救
急
医
療
・
防
疫
、
離
島
か
ら

の
救
急
患
者
輸
送
、
遭
難
者
救
助
、
不
発
弾
処
理
、
機
雷
除
去
、
総
理
大
臣
・
国
賓
の
政
府
専
用
機
で
の
輸
送
、

南
極
観
測
隊
員
お
よ
び
物
資
の
輸
送
、
土
木
工
事
、
教
育
訓
練
の
受
託
、
在
外
邦
人
の
輸
送
、
国
家
的
行
事
で
の

礼
式
な
ど
の
任
務
も
負
っ
て
い
る
。
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て
い
る
。

何
が
足
り
な
く
て
、ど
こ
を
ど
う
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
国
家
国
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
安
全
保
障
、

防
衛
問
題
を
情
緒
的
・
感
情
的
・
表
面
的
議
論
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
た
め
の
原
点
に
立
ち

戻
っ
て
、
活
発
か
つ
有
益
な
議
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を
す
る
た
め
の
叩
き
台
と
な
る
こ
と
が
で
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れ
ば
、「
防
人
」
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喜
び
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
二
月　

火 

箱  

芳 

文
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